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短期培養法を用いて製造された Swift PRIME CAR-T 細胞の共同研究成果について 

Molecular Cancer Therapeutics 誌にて発表 

 

ノイルイミューン・バイオテック株式会社（以下、当社）は、山口大学大学院医学系研究科免疫学と

の共同研究（以下、本研究）により、当社独自の PRIME 技術を搭載した PRIME CAR-T 細胞を、従

来法に比べて短い期間で製造する「Swift PRIME CAR-T 細胞」の確立に成功し、「Swift PRIME CAR-

T 細胞」がこれまでの PRIME CAR-T 細胞よりも優れた治療効果を発揮し、長期的な効果持続を示す

ことを動物モデルにて確認いたしました。このたび、この成果が Molecular Cancer Therapeutics 誌に

て発表されましたので、お知らせいたします。 

 

■ 論文タイトル： Short-term manufacturing of IL-7/CCL19-expressing CAR-T cells enhances and 

prolongs therapeutic effects in solid tumor models  

■ ジャーナル名： Molecular Cancer Therapeutics 

■ 著者名：       Kohei Sakai, Yukimi Sakoda, Keishi Adachi, Yasuharu Ohta, Koji Tamada 

■ DOI：         10.1158/1535-7163.MCT-25-1389 

■ Pubmed URL： https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/42295209/  

■ 背景 

CAR-T 細胞療法は、特定の血液がんの治療において顕著な治療効果を示していますが、固形が

んに対する有効性は未だ限定的です。また、現在承認されている CAR-T 細胞の製造には一般的に

10 日から 2 週間程度の期間が必要であり、投与時期の遅れやコストの増大に加え、培養期間の長期

化による CAR-T 細胞の機能低下といった課題が知られています。これらの課題に対応するため、

我々は山口大学と共同で製造方法を改良し、高機能な CAR-T 細胞を迅速に製造することを可能に

する「短期培養法」を用いて、当社独自の PRIME 技術を搭載した「Swift PRIME CAR-T 細胞」の

製造に取り組みました。 

■ 研究成果の概要 

本研究では、製造に要する期間を 3~4 日に短縮した「短期培養法」で「Swift PRIME CAR-T 細

胞」を製造することに成功しました。「Swift PRIME CAR-T 細胞」は従来の培養法で製造した PRIME 

CAR-T 細胞と比べて、以下のような優れた特徴が認められました。 

 優れた細胞特性：若い免疫記憶 T 細胞を高頻度に含み、がん細胞に対して強力に反応して増殖

し、高い攻撃能力を発揮 

 ストレス耐性の強化：がん細胞により繰り返し刺激されるような慢性的なストレス状態におい
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ても細胞が疲弊せず、強力な増殖能力とがん細胞に対する攻撃能力を維持 

 がん治療効果の増強と長期維持：従来の PRIME CAR-T 細胞と比べて、約 30 分の１の細胞数

で同等あるいはそれ以上のがん治療効果を発揮し、その効果が長期的に持続 

これらの研究成果から、がん細胞を攻撃する能力がこれまで以上に向上した「Swift PRIME CAR-

T 細胞」の製造法と非臨床 PoC（Proof of Concept：概念実証）が確立され、難治性固形がんに対

する新たな治療選択肢となる可能性が示されました。また、製造期間の短縮による製造コストの削

減、より早いタイミングでの投与の可能性につながると同時に、細胞加工施設における製造キャパ

シティの向上に寄与することが期待されます。 

■ 今後の展望 

短期培養法を用いて製造された「Swift PRIME CAR-T 細胞」は、従来の培養法で製造された

PRIME CAR-T 細胞と比較し、より優れた治療効果とその長期持続を示したことから、当社の今後

のパイプラインにおいて機動的に活用し、固形がんに対する新たな治療選択肢としての提供を目指

してまいります。当社は、引き続き PRIME 技術の改良による新たな最先端技術の創生に取り組み、

企業価値の向上に努めてまいります。 

 

以上 

 

 

 

【ノイルイミューン・バイオテック株式会社について】 

ノイルイミューン・バイオテック（TSE：4893）は、免疫細胞療法の治療効果を高める当社独自の革新

的技術である「PRIME 技術」を搭載した PRIME CAR-T 細胞で、固形がんに対する次世代のがん免疫

療法の実用化に取り組むアカデミア発のバイオテック企業です。PRIME 技術は、様々なキメラ抗原受

容体(CAR)との組み合わせによる新規医薬品の創出や、多様なモダリティへの応用が可能で、他の技

術との協働により今後多くのがん治療アプローチの開発が期待できます。ノイルイミューンは、日々

の事業活動への取り組みを通じて、「がんを克服できる社会の創生に貢献する」ことを目指します。 

詳細については、https://www.noile-immune.com/をご覧ください。 

 

【ニュースリリースに関するお問い合わせ先】 

〒105-0012 東京都港区芝大門 2-12-10 T&G 浜松町ビル 5 階 

ノイルイミューン・バイオテック株式会社 
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